
猪
名

川
町

の
木
喰

仏

-
調
査
概
報

1

栗

田

美

由

紀

は
じ
め

に

木
喰
仏
と
は
木
食
上
人

(木
喰
五
行
明
満

一
七

一
八
-

一
八

一
〇
)

に
よ

っ

て
刻
ま
れ
た

一
連
の
木
造
彫
刻
の
こ
と
で
あ
る
。
全
国
各
地
に
八
〇
〇
体
以
上

の

作
品
が
伝
存
し
、
民
芸
運
動
の
創
始
者
で
も
あ
る
柳
宗
悦
氏

に
よ

っ
て
世

に
初
め

て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
作
風
は
、
同
じ
く
江
戸
時

代

に
数
多
く
の
独
創
的
な
彫
像
を
遺
し
た
、
円
空

(
一
六
三
ニ
ー
九
五
)
と
好
対

照
を
な
す
と
し
て
よ
く
比
較
さ
れ
る
。
円
空
仏
は

「
錠
は

つ
り
」
と
い
わ
れ
る
彫

法

に
よ
る
荒
々
し
い
造
形
表
現
を
特
徴
と
す
る
が
、
木
喰
仏
の
表
面
の
彫
成
は
な

あ
ら
か
で
像
容
は
全
体
に
丸
み
を
お
び
、

面
容
も
円
満
な
相
を
示
す
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
そ
の
独
特
の
面
容
の
表
現
か
ら
微
笑
仏
の
名
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
川
辺
郡
猪
名
川
町
に
は
こ
の
木
喰
仏
二
六
躯
が
ほ
ぼ
当
初
の
ま
ま
の
姿

で
伝
存
し
て
お
り
、
今
回
こ
れ
ら
の
調
査
を
行
う
機
会
を
得
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
こ
こ
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
期
間
は

一
九
九
八
年

=

月

一
三
～

一

七
日
お
よ
び
二
〇
日
の
五
日
間
、
調
査
は
猪
名
川
木
喰
仏
詳
細
調
査
団

(代
表

光
森
正
士
先
生

〔本
学
教
授
〕
、
顧
問

水
野
正
好
先
生

〔本
学
学
長
〕
、
調
査
員

永
井
洋
之

・
原

洋

一
・
堀

純
子

・
松
本
有
香
子

〔以
上
、
本
学
大
学
院
生
〕
・

栗
田
美
由
紀
)
が
行
い
、
資
料
の
整
理
に
あ
た

っ
て
は
さ
ら
に
雄
山
純
江

・
山
口

直
子

(以
上
、
本
学
大
学
院
生
)
両
名

の
協
力
を
得
た

(所
属
は
調
査
当
時
)。

な
お
、
今
回
報
告
す
る
木
喰
仏
二
六
躯
は
、
本
調
査

の
後
、

一
九
九
九
年
四
月

に
兵
庫
県
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

木
喰
上
人

に
つ
い
て

木
喰
は
享
保
三
年

(
一
七

一
八
)
に
現
在
の
山
梨
県
西
八
代
郡
下
部
町
古
関
字

丸
畑

に
生
ま
れ
た
。
二
二
歳
で
出
家
、
四
五
歳
の
と
き
相
模
国
大
山
で
木
食
観
海

上
人
よ
り
木
食
戒
を
受
け
る
。
木
食
戒
と
は
肉
類
お
よ
び
五
穀
を
断
ち
、
木
の
実

・

草

の
根
な
ど
を
食
べ
て
過
ご
す
修
行
で
あ
る
。
そ
の
後
、
安
永
二
年

(
一
七
七
三
)

五
六
歳
の
と
き
に

コ
ニ
界
無
庵
無
仏

木
食
行
道
」
を
名
乗
り
日
本
廻
国
の
旅

へ
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出
立
、
以
後
三
〇
数
年
間
全
国
を
巡
錫
し
、
そ
の
足
跡
は
北
海
道
中
部
か
ら
九
州

南
端
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

木
喰
の
造
像
活
動
は
北
海
道
松
前

に
安
永
七
年

(
一
七
七
八
)
の
銘
を
も

つ
子

安
地
蔵
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
喰
六

一
歳

の
こ
の
頃
よ
り
始
ま

っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
以
後
、
寛
政
六
年

(
一
七
九
四
)
七
七
歳

の
と
き
、
日
向
国
分
寺

の
本
尊
五
智
如
来
の
完
成
の
頃
よ
り

「天

一
自
在
法
門

木
喰
五
行
菩
薩
」
を
名

乗
り
始
め
、
さ
ら
に
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
八
九
歳

の
と
き
、
丹
波
清
源
寺
に

お
い
て
十
六
羅
漢
像
を
製
作
中
の
霊
夢
に
よ

っ
て

「神
通
光
明

明
満
仙
人
」
と

名
を
改
め
な
が
ら
、
文
化
七
年

(
一
八

一
〇
)
九
三
歳

で
入
定
す
る
ま
で
各
地
で

活
発
な
造
像
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。

猪
名
川
の
木
喰
仏

木
喰
が
猪
名
川
の
地
に
お
い
て
造
像
活
動
を
行

っ
た
の
は
九
〇
歳
、
文
化
四
年

(
一
八
〇
七
)
三
月
下
旬
か
ら
同
年
七
月
初
旬
ま
で
の
三

ヶ
月
余

り
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
間
に
三
三
躯
の
仏
像

・
神
像
彫
刻
を
製
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
現
在
、

こ
れ
ら
の
内
の
二
七
騙
が
猪
名
川
町
内
の
毘
沙
門
堂
、
天
乳
寺
、
東
光
寺
お
よ
び

個
人
宅
に
所
在
し
て
い
る
。
今
回
、
調
査
対
象
と
し
た
の
は
こ
れ
ら
二
七
騙
の
内

ほ
ぼ
当
初
の
像
容
を
と
ど
あ
る
二
六
騙
で
、
像
背
面
に
は
文
化
四
年
三
月
二
六
日

か
ら
同
年
七
月
四
日
ま
で
の
造
像
銘
が
あ

る
。

す
べ
て

一
木
造
、
内
刹
り
は

一
切
施
さ
な
い
。
光
背
が

つ
く
場
合
は
木
喰
独
特

の
円
形

の
頭
光
と
す
る
。
そ
れ
は
三
区
に
分
か
れ
、
最
外
縁
第

一
区
に
は
放
射
状

に
山
形
の
彫
り
込
み
を
入
れ
た
光
芒
を
あ
ら
わ
し
、
第
二
区
に
は
光
明
真
言
を
墨

書
、
第
三
区
は
全
面
墨
彩
あ
る
い
は
素
地
と
す
る
。
光
明
真
言
は
大
日
如
来
の
真

言
、
ま
た
は

一
切
諸
仏
菩
薩

の
総
呪
と
も
い
わ
れ
、
死
者

の
菩
提
回
向
お
よ
び
現

世
の
増
益
息
災

の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
真
言

で
あ
る
。

こ
の
頭
光
の
形
式
は
寛
政

一
二
年

(
一
八
〇
〇
)
、
木
喰
八
三
歳
の
頃
の
作
品
よ
り
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

享
和
二
年

(
一
八
〇
二
)

に
完
成
し
た
木
喰
生
涯
最
大
の
群
像
で
あ
る
四
国
堂
の

諸
像
に
お
い
て
定
型
化
し
た
と
さ
れ
る
。

背
面
全
体
に
わ
た

っ
て
墨
書
が
あ
り
、
す

べ
て
の
墨
書
銘
中
に

「
日
本
千
タ
イ

ノ
内
」
あ
る
い
は

「
日
本
二
千
タ
イ
ノ
内
」
の
語
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
木

喰
が
当
時
千
体
彫
仏
、
の
ち
に
は
二
千
体
彫
仏
を
目
指
し
て
造
像
に
励
ん
で
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
日
本
千
躰
の

(タ
イ
ノ
)
内
」

の
文
字
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
閏
七
月
、
木
喰
八
〇
歳
の
と
き

の
造
像
、
山
口
県
美
祢
郡
秋
芳
町
観
音
堂
所
在
の
毘
沙
門
天
像
の
背
面
墨
書
中
か

ら
で
、
以
後
、
頻
出
す
る
こ
と
か
ら
、
木
喰
の
千
体
彫
仏
は
こ
の
こ
ろ
発
願
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
墨
書
中
に
は
加
勢
大
工
與
清
の
名
が
頻
出
す
る
。
與
清
と
は
越
後
国

長
岡
の
青
柳
清
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
り
、
「大
工
與
清
」

の
文
字
は
丹
波
清
源
寺

の
十
六
羅
漢
像
製
作
中
、
釈
迦
如
来
像
よ
り
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
三
年

一

二
月
か
ら
翌
四
年
七
月
頃
に
か
け
て
木
喰
に
随
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物

で

あ
る
。

一64一



ま
た
、
今
回
の
調
査
に
よ

っ
て
、
背
面

に
像

の
配
置
を
示
す
符
号
を
記
し
て
い

る
も
の
や
像
底
に
墨
線
が
縦
横
に
残
る
も

の
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

墨
線
は
製
作
時
の
木
取
り
の
際
の
基
準
線

と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
造
像
順
に
個
々
の
作
品
に

つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
。

毘
沙
門
堂

(猪
名
川
町
上
阿
古
谷
字
垣
内
二
六
〇
)

1

七
仏
薬
師
像

一
木
造

(樫
ヵ
)

素
地

・
一
部
彩
色

六
躯

い
ず
れ
も
蓮
華
座
上
に
坐
し
、
柄
衣
を
通
肩
に
着
し
、
頭
光
を
付
す
。
頭
頂
に

髪
を
結
い
、
頭
髪
は
肩
に
丸
く
溜
ま
る
よ
う
に
表
現
す
る
。
頭
髪
、
眉
は
墨
彩
、

目
は
輪
郭
お
よ
び
瞳
を
墨
描
き
し
、

口
唇

に
朱
彩
を
施
す
。
頭
光
は
光
明
真
言
を

墨
書
す
る
ほ
か
は
素
地
と
す
る
。
材
は
丸
太
を
縦
に
二
分
割
し
た
も
の
で
、
像
底

は
扁
平
な
半
円
形
を
な
し
、
横
張

に
比
し

て
奥
行
は
非
常
に
浅
い
。

明
治
期
に
盗
難
に
あ

っ
た
た
め
、
現
在
、
宝
月
智
厳
光
音
自
在
王
如
来
を
欠
く

六
騙
が
伝
存
す
る
。
本
群
像
は
木
喰
が
猪
名
川
の
地
に
お
い
て
初
め
て
手
が
け
た

作
品
で
あ
り
、
そ
の
像
容
は
文
化
四
年
二
月
に
造
像
さ
れ
た
京
都
府
船
井
郡
蔭
涼

寺

の
薬
師
三
尊
像
に
近
似
す
る
。
総
高
は

い
ず
れ
も

一
m
近
く
あ
り
、
五
〇
～
七

〇

㎝
の
像
が
多
い
木
喰
仏
中

で
は
大
型
の
も
の
と
い
え
る
。

背
面
頭
光
部
の
上
端
に
は

「
東
方
」、

「中
」、
コ

」
、
「
二
」
、
「○
」
な
ど
の
文

字
や
記
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
像

の
配
置
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
中
央
に
薬
師
瑠
璃
光
如
来
、
そ
の
東
側
に
善
名
称
吉
祥
王
如
来
、

宝
月
智
厳
光
音
自
在
王
如
来
、
金
色
放
光
妙
行
成
就
如
来
の
三
騙
、
中
尊
を
は
さ

ん
で
反
対
側
に
無
憂
最
勝
吉
祥
如
来
、
法
海
雷
音
如
来
、
法
海
勝
慧
遊
戯
神
通
如

来

の
三
騙
を
配
す
る
こ
と
と
な
る
。
『
阿
沙
婆
抄
』

に
は
七
仏
薬
師

に
つ
い
て

「中
皇
大
佛
像
、
左
上
方
に
善
名
稻
、
次
に
寳
月
、
次
下
に
金
色
、
右
上
方

に
無

憂
、
次
に
法
海
、
次
に
法
海
勝
な
り
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
符
号
に
基
づ
く
配
置

と
矛
盾
し
な
い
。
現
在
の
毘
沙
門
堂
に
お
い
て
は
、
七
仏
薬
師
像
は
こ
れ
ら
記
号

と
は
無
関
係
に
堂
内
左
右
の
仏
壇
に
三
騙
ず

つ
分
か
れ
て
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、

造
立
当
初
は
お
そ
ら
く
薬
師
瑠
璃
光
如
来
像
を
中
心
に
左
右
に
三
騙
ず

つ
符
号
に

従

っ
て
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

1
1
1

善
名
称
吉
祥
王
如
来
坐
像

(図
版
1
)

文
化
四
年
三
月
二
六
日

総
高

九
七

・
六

㎝

右
手
は
胸
前
、
左
手
は
腹
前
に
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
宝
珠
を
持

つ
。
面
貌

は
木
喰
仏
独
特
の
円
満
相
で
、
眉
と
目
は
山
形
に
弧
を
描
き
、
口
元
に
笑
み
を
浮

か
べ
る
。
額
に
は
墨
点
で
白
毫
を
あ
ら
わ
す
。

木
心
に
近
い
材
を
使
用
し
て
い
る
が
、
像
底
部
は
虫
損
が
甚
だ
し
く
木
心
の
有

無
は
確
認
で
き
な
い
。

頭
光
に
は
光
明
真
言
二
三
字
を
墨
書
す
る
。
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1
1
2

金
色
放
光
妙
行
成
就
如
来
坐
像

(図
版
2
)

文
化
四
年
三
月
二
六
日

総
高

九
八

・
九

㎝

善
名
称
吉
祥
如
来
像
と
同
日
の
造
像
銘

を
持

つ
。
両
手
を
軽
く
握
り
、
右
手
を

や
や
上

に
し
て
腹
前
に
置
く
。
両
手
に
は
持
物
を
挿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
柄
穴

が
残
る
が
、
現
在
、
持
物
は
亡
失
す
る
。
面
貌
は
木
喰
独
特
の
円
満
相
で
、
眉
と

目
は
山
形
に
弧
を
描
き
、
口
元
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
額
に
は
墨
点
で
白
毫
を
あ

ら
わ
す
。

像
底
中
央
背
面
際
に
木
心
が
あ
る
。

頭
光
に
は
光
明
真
言
二
四
字
を
墨
書
し
、
背
面
墨
書
で
は
尊
名
を

「金
色
寳
光

妙
行
成
就
王
如
来
」
と
す
る
。

1
1
3

無
憂
最
勝
吉
祥
如
来
坐
像

(図
版
3
)

文
化
四
年
三
月
二
七
日

総
高

九
五

・
六

㎝

両
手
を
胸
前
に
あ
げ
、

×
字
を
刻
ん
だ
掌
を
見
せ
る
。
面
貌
は
木
喰
独
特
の
円

満
相
で
、
眉
と
目
は
山
形
に
弧
を
描
き
、

口
元
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

像
底
中
央
背
面
際
に
木
心
が
あ
る
。

頭
光
に
は
光
明
真
言
二
三
字
を
墨
書
し
、
背
面
墨
書
で
は
尊
名
を

「無
憂
寂
勝

吉
祥
王
如
来
」
と
す
る
。

-

1

4

薬
師
瑠
璃
光
如
来
坐
像

(図
版
4
)

文
化
四
年
四
月
三
日

総
高

九

三

・

㎝

胸
前

に
薬
壷
を
捧
げ
持

つ
。
面
貌
は
眉
は
山
形
の
弧
を
描
き
、
目
は
伏
目
と
し

て
目
尻
を
上
げ
、

口
元
に
か
す
か
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
額
に
は
墨
点
で
白
毫
を

あ
ら
わ
し
、
薬
壷
は
全
体
を
墨
彩
と
す
る
。

像
底

に
は
墨
線
が
縦
に

一
本
残
る
。
木
心
に
非
常
に
近
い
材
を
使
用
す
る
が
、

像
底
に
木
心
は
み
ら
れ
な
い
。

頭
光

に
は
光
明
真
言
二
三
字
を
墨
書
し
、
背
面
墨
書
で
は
尊
名
を

「
薬
師
瑠
璃

如
来
」
と
す
る
。

1
1
5

法
海
雷
音
如
来
坐
像

(図
版
5
)

文
化
四
年
四
月
三
日

総
高

九
七
・
六
㎝

右
手
は
宝
珠
を
持
ち
胸
前
に
、
左
手
は
軽
く
握
り
腹
前
に
置
く
。
左
手
に
は
持

物
を
挿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
柄
穴
が
あ
る
が
、
現
在
持
物
は
亡
失
す
る
。
面
容

の
表
現
で
は
眉
は
他
の
像
と
同
様
山
形
に
弧
を
描
く
が
、
目
は
大
き
く
見
開
く
。

口
は
固
く
引
き
結
び
口
角
を
下
げ
、
顎
に
は
四
本
の
搬
を
縦
に
刻
む
。
額
に
は
白

毫
を
墨
点

で
あ
ら
わ
す
。

木
心
に
近
い
材
を
使
用
す
る
が
、
像
底
に
木
心
は
み
ら
れ
な
い
。

頭
光

に
は
光
明
真
言
二
四
字
を
墨
書
し
、
背
面
墨
書
で
は
尊
名
を

「法
界
雷
音

如
来
」
と
す
る
。

-

1

公
U

法
界
勝
慧
遊
戯
神
通
如
来
坐
像

(図
版
6
)

文
化
四
年
四
月
四
日

総
高

九
七

・
四

㎝
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両
手
に

一
つ
ず

つ
宝
珠
を
持
ち
、
右
手

は
胸
前
、
左
手
は
腹
前

に
置
く
。
右
手

に
持

つ
宝
珠
の
頂
部

に
は
三
本
の
筋
を
刻

み
、
左
手
の
宝
珠
は
ほ
ぼ
球
形
を
な
す
。

面
容
は
木
喰
仏
独
特

の
円
満
相
で
、
眉
と
目
は
山
形
に
弧
を
描
き
、

口
元
に
笑
み

を
浮
か
べ
る
。
額
に
は
墨
点
で
白
毫
を
あ

ら
わ
す
。

像
底
中
央
に
は
墨
線
が
縦
に

一
本
残
る
。
木
心
に
非
常

に
近

い
材
を
使
用
す
る

が
、
像
底
に
木
心
は
み
ら
れ
な
い
。

頭
光
に
は
光
明
真
言
二
四
字
を
墨
書
す

る
。
ま
た
、
背
面
墨
書
中
に
は

「
ア
ヲ

ヤ
ナ
ギ
與
清
」
の
文
字
み
え
る
。
「
ア
ヲ
ヤ
ナ
ギ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
本
像

の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
木
喰

の
最
晩
年

に
同
行
し
、
加
勢
大
工
と
し
て
関

与
し
た

「與
清
」
が
青
柳
清
右
衛
門
で
あ
る
こ
と
が
牧
野
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

2

明
満
仙
人
自
刻
椅
像

(図
版
7
)

一
木
造

(樫
ヵ
)

素
地

・
一
部
彩
色

一
騙

文
化
四
年
四
月
九
日

総
高

八
八
・
八
㎝

台
座
上
に
椅
坐
し
、
腹
前
で
手
を
重
ね
て
右
手
に
数
珠
を
持
ち
、
頭
部
に
は
頭

光
を
付
す
。
顎
髭
を
た
く
わ
え
、
眉
と
目

は
山
形
に
弧
を
描
く
木
喰
独
特
の
円
満

相
と
す
る
。
眉

・
瞳
を
墨
描
き
、
口
唇
は
朱
彩
、
数
珠

に
は
墨
彩
を
施
す
。
頭
光

の
第

一
区
の
山
形
の
彫
込
み
は

一
つ
お
き

に
墨
彩
、
第
三
区
は
全
面
墨
彩
と
す
る
。

台
座
は
長
六
角
形
で
正
面
側
三
面
に
の
み
山
形

の
斜
文
を
刻
む
。

像
底

に
は
墨
線
が
縦
に
等
間
隔

に
三
本
、
横
中
央
に

一
本
残
り
、
像
底
中
心
よ

り
や
や
右
後
方
に
木
心
が
あ
る
。

頭
光
第
二
区
に
光
明
真
言
二
三
字
を
墨
書
し
、
背
面
墨
書
で
は
尊
名
を

「明
満

仙
人
自
刻
藏
」
と
す
る
。

木
喰
が
自
刻
像

に
頭
光
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
る
の
は
文
化
元
年

(
一
八
〇
四
)

の
長
岡
市
宝
生
寺

の
自
刻
像
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
開
悟
し
て
い
る
と
の

自
覚
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
、
以
後
す
べ
て
の
像
に
頭
光
が
付
さ
れ
て
い
る
。

文
化
四
年

の
銘
を
持

つ
自
刻
像
は
、
京
都
府
に
二
騙

(八
木
町
蔭
涼
寺
、
丹
波

町
福
満
寺
)、
猪
名
川
町
に
本
像
を
含
め
三
躯
、
計
五
騙
が
現
存
す
る
。
京
都

の

二
躯

の
像
は
い
ず
れ
も
木
喰
が
猪
名
川
を
訪
れ
る
以
前
に
造
像
し
た
も
の
で
、
台

座
は
荷
葉
座
と
し
、
持
物
は
何
も
と
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
猪
名
川
の
三
騙
は
い

ず
れ
も
山
形
の
斜
文
を
刻
ん
だ
六
角
形
の
台
座

に
坐
し
、
右
手
に
数
珠
を
持
し
て

あ
ら
わ
さ
れ
る
。
猪
名
川
を
出
立
し
て
以
降
、
木
喰
は
自
刻
像
は
製
作
し
て
い
な

い
た
め
、
本
像
を
含
め
猪
名
川
に
伝
存
す
る
三
騙
の
自
刻
像
は
木
喰
最
晩
年
の
自

刻
像
の
様
式
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

天
乳
寺

(猪
名
川
町
万
善
寺
字
寺
の
通
二
九
)

1

得
大
勢
至
大
菩
薩
立
像

(図
版
8
)

一
木
造

(松
ヵ
)

墨
彩
色

・
一
部
素
地

一
騙

文
化
四
年
四
月
二
〇
日

総
高

一
〇
三

・
九

㎝

蓮
華
座
上
に
立
ち
、
円
形
の
頭
光
を
付
す
。
高
い
宝
髪
を
結
い
、
胸
前
で
合
掌

一67一



す
る
。
眉
は
山
形
に
弧
を
描
き
、
目
は
伏

し
目
と
し
て
口
元
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

墨
書
の
あ
る
頭
光
第
二
区
お
よ
び
背
面
を
除
い
て
全
体
を
墨
彩
色
と
す
る
。

頭
光
第
二
区
に
光
明
真
言
二
四
字
を
墨
書
し
、
背
面
墨
書

で
は
尊
名
を

「徳
大

勢
至
大
菩
薩
」
と
す
る
。

聖
観
世
音
大
菩
薩
立
像
と
対
を
な
す
像

で
あ
る
。
通
例
、
阿
弥
陀
如
来
の
脇
侍

と
し
て
製
作
さ
れ
る
両
像
で
あ
る
が
、
主
尊
と
な
る
阿
弥
陀
如
来
像
が
当
時
天
乳

寺
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

2

聖
観
世
音
大
菩
薩
立
像

(図
版
9
)

一
木
造

(松
力
)

墨
彩
色

・
一
部
素
地

一
騙

文
化
四
年
四
月
二
一
日

総
高

一
〇
三
・
四
㎝

蓮
華
座
上
に
立
ち
、
円
形
の
頭
光
を
付
す
。
ね
じ
り
の
入

っ
た
高

い
宝
髪
を
結

い
、
腹
前
で
蓮
台
を
捧
げ
持

つ
。
眉
と
目

は
山
形
に
弧
を
描
く
よ
う
に
表
現
さ
れ
、

口
元
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
墨
書
の
あ
る
背
面
お
よ
び
頭
光
第
二
区
を
除

い
て

全
体
に
墨
彩
を
施
す
。

像
底
の
中
心
よ
り
や
や
右
寄
り
に
木
心
が
あ
る
ほ
か
、
頭
光
第
二
区
に
光
明
真

言
二
一二
字
を
墨
書
す
る
。

得
大
勢
至
大
菩
薩
立
像
と
対
を
な
す
像

で
あ
る
。

3

明
満
仙
人
椅
像

(図
版
10
)

一
木
造

(
松

ヵ
)

素
地

・
一
部
彩
色

一
騙

文
化
四
年
五
月

一
八
日

総
高

九
〇
・
五
㎝

台
座
上

に
椅
坐
し
、
円
形
の
頭
光
を

つ
け
る
。
剃
髪
で
目
と
眉
は
山
形
に
弧
を

描
き
、
口
元
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
独
特
の
円
満
相
で
、
顎
に
は
髪
を
あ
ら
わ
し
毛

筋
を
刻
む
。
手
は
右
手
を
上

に
し
て
腹
前
に
置
き
、
右
手

に
数
珠
を
も

つ
。
台
座

は
六
角
形
、
正
面
側
三
面

に
山
形
の
斜
文
を
刻
む
。
眉
を
墨
彩
、
瞳
を
墨
描
き
し
、

頭
光
第
三
区
お
よ
び
持
物

(数
珠
)
に
も
墨
彩
を
施
す
。

像
底
に
は
墨
線
が
縦

に
等
間
隔
に
三
本
、
横
中
央
に

一
本
残
り
、
そ
れ
ぞ
れ
直

交
す
る
。
像
底
の
中
心
よ
り
や
や
後
方
に
木
心
が
あ
る
。

頭
光
第
二
区
に
光
明
真
言
二
三
字
を
墨
書
、
背
面
墨
書
で
は
尊
名
を

「明
満
仙

人
躰
」
と
す
る
。

鳥
山
あ
さ

ゑ
氏
蔵

(猪
名
川
町
紫
合
字
街
東
)

一
戎
大
黒
天
立
像

(図
版
11
)

一
木
造

(松
ヵ
)

素
地

・
一
部
彩
色

一
騙

文
化
四
年
五
月
二
〇
日

総
高

五
二
・
七
㎝

俵
上
に
袋
を
踏
む
大
黒
天
、
そ
の
左
に
鯛
を
抱
え
る
戎
の
姿
を
あ
ら
わ
す
。
大

黒
天
は
木
喰
独
特
の
円
満
相
に
円
形
の
頭
光
を

つ
け
、
右
手
に
小
槌
、
左
手
に
袋

の
口
を
掴
む
。
大
黒
天
の
頭
巾
、
眉

・
沓
お
よ
び
戎
の
烏
帽
子
は
墨
彩
、
口
唇
と

頭
光
部
は
朱
彩
と
す
る
。

背
面
墨
書
中
に
は
俳
句

「大

こ
く
も

七
ふ
く
う

つ
て

と
り
さ
か
な
」
「
め
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で
た
い
を

お
さ

へ
て
ひ
と

つ

わ
か
え
び
す
」
の
二
句
が
あ
る
が
、

様

の
句
は
木
喰
八
三
歳
の
と
き
の
俳
画
に
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

東
光
寺

(猪
名
川
町
北
田
原
字
寺
の
前
四
五
二
)

こ
れ
と
同

1

十
王
像
お
よ
び
葬
頭
河
婆
坐
像

・
白
鬼
立
像

一
木
造

(松
ヵ
)

素
地

・
一
部
彩
色

一
二
躯

十
王
像
は
い
ず
れ
も
正
面
側
三
面
に
山
形
の
斜
文
を
刻
ん
だ
ほ
ぼ
六
角
形
を
な

す
台
座
上
に
坐
し
、
襲
襟
の
つ
い
た
道
服
を
着
し
て
頭
上
に
冠
を
い
た
だ
く
。

一

二
躯
と
も
に
眉
に
墨
彩
、
瞳
は
墨
描
き
し
、
口
唇
に
朱
彩
を
施
す
。

文
化
四
年
六
月
二
日
か
ら
同
年
六
月
二
二
日
ま
で
の
造
像
銘
が
あ
り
、
木
喰
作

の
群
像
彫
刻
と
し
て
は
現
存
す
る
最
後
の
作
品
で
あ
る
。

像
容
に
は
頭
髪
に
毛
筋
を
刻
む
も
の
と
、
毛
筋
を
刻
ま
ず
墨
彩
の
み
と
す
る
も

の
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
は
六
月

一
二
日

の
造
像
銘
を
も

つ
白
鬼
以
前
に
製
作
さ

れ
た
像
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
後
者

は
そ
の
後
六
月

一
四
日
の
造
像
銘
を
も

つ
十
王
尊
坐
像
の
三

(伝

宋
帝
王
)
か
ら
後

に
製
作
さ
れ
た
も
の
に
み
ら
れ
る

特
徴
で
あ
る
。

十
王
像
の
作
例
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
浜
北
市
徳
泉
寺

(寛
政

一
二
年

一
八

〇
〇
)
の
十
王
尊
お
よ
び
葬
頭
河
婆
像

(
=

騙
)、
柏
崎
市
十
王
堂

(文
化
元

年

一
八
〇
四
)
の
十
王
尊
お
よ
び
葬
頭
河
婆

(
一
二
騙
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
群
像
に
白
鬼
を
含
め
て
い
る
の
は
東
光
寺
の
本
群
像
の
み
で
あ
る
。

瑛
魔
大
王
坐
像

(図
版
12
)

文
化
四
年
六
月
二
日

総
高

六
五

・
七

㎝

冠
の
正
面
に

「王
」
の
字
を
陽
刻
し
、
頭
髪

に
は
細
か
く
毛
筋
を
刻
む
。
眉
を

寄
せ
て
目
を
見
開
き
、
髪
を
た
く
わ
え
、
歯
を
む
き
出
し
て
笑
う
。
両
手
は
軽
く

握

っ
て
膝
上
に
置
く
。
右
手

に
柄
穴
が
あ
る
が
、
現
在
持
物
は
欠
失
す
る
。
胸
に

は
蕨
手
状
の
装
飾
が
刻
ま
れ
る
。

像
底
に
は
墨
線
が
縦
に
三
本
、
横

に

一
本
残
り
、
像
底
中
央
左
寄
り
か
ら
頭
頂

に
向
か

っ
て
木
心
が
通
る
。

1
1
2

十
王
坐
像
の

一

(伝

秦
広
王
)
(図
版
13
)

文
化
四
年
六
月
三
日

総
高

六
〇

・
五
㎝

頭
髪
に
毛
筋
を
刻
み
、
眉
根
を
寄
せ
、
眉
間
に
雛
を
刻
む
。
目
は
大
き
く
見
開

き
、
口
は
堅
く
引
き
結
ぶ
。
両
手
は
軽
く
握
り
腹
前
に
置
く
。
右
手

に
は
持
物
を

挿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
柄
穴
が
あ
る
が
、
現
在
持
物
は
欠
失
す
る
。
ま
た
、
冠

左
右
に
も
笄
を
挿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
柄
穴
が
あ
る
が
、
笄
も
現
在
で
は
左
右

と
も
欠
失
す
る
。

像
底
に
は
墨
線
が
縦
に
三
本
、
横
に

一
本
残
り
、
像
底
右
側
の
や
や
背
面
寄
り

か
ら
頭
頂
に
向
か

っ
て
木
心
が
通
る
。

弓
l
1

0
0

葬
頭
河
婆
像

(図
版
14
)

文
化

四
年
六
月
六

日

総
高

六
〇

・

㎝
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台
座
上
に
右
膝
を
立
て
て
坐
す
。
右
手

は
五
指
を
伸
ば
し
、
左
手
は
衣
を
掴
ん

で
そ
れ
ぞ
れ
の
膝
の
上
に
置
く
。
頭
髪
は
両
肩

に
垂
れ
、
ね
じ
る
よ
う
に
毛
筋
を

刻
む
。
上
半
身
は
裸
形

で
下
半
身

に
の
み
衣
を
ま
と
う
。
額
に
雛
を
刻
み
、
眉
は

山
形
の
弧
を
描
き
、
眉
根
を
寄
せ
る
。
目
を
見
開
き
、
歯
を
む
き
出
し
て
笑
う
。

眉
、
瞳
、
下
瞼
の
内
側
を
墨
彩
し
、

口
唇

に
は
朱
彩
を
施
す
。

像
底
に
は
墨
線
が
縦

に
等
間
隔
に
三
本
、
中
央
横
に

一
本
残
り
、
像
底
ほ
ぼ
中

央
に
木
心
が
あ
る
。

背
面
墨
書
中
に
は

「
父
母
ホ
タ
イ
ノ
タ
メ
」
と
あ
り
、
父
母
の
菩
提
を
弔
う

一

文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

1
1
4

十
王
坐
像
の
二

(伝

初
江
王
)
(図
版
15
)

文
化
四
年
六
月
八
日

像
高

六
四
・
三
㎝

頭
髪

に
細
か
く
毛
筋
を
あ
ら
わ
し
、
眉
根
を
寄
せ
、
眉
間
に
雛
を
刻
む
。
目
は

大
き
く
見
開
き
、
口
は
固
く
引
き
結
び
、
顎
に
も
搬
を
刻
む
。
手
は
右
手
を
上
に

組
ん
で
腹
前
に
置
く
。
右
手
に
は
持
物
を
挿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
柄
穴
が
あ
る

が
、
現
在
持
物
は
欠
失
す
る
。
冠
左
側
面

に
も
笄
を
挿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
柄

穴
が
残
る
。
冠
の
笄
、
頭
髪
、
眉
、
目
等
を
墨
彩
し
、
口
唇
に
は
朱
彩
を
施
す
。

像
底
に
は
墨
線
が
縦
に
二
本
、
横
中
央

に

一
本
、
左
隅
に
斜
あ
に

一
本
残
り
、

像
底
中
央
や
や
右
寄
り
か
ら
頭
頂
部
に
か
け
て
木
心
が
通
る
。

背
面
墨
書
中
に

「
ボ
タ
イ
ノ
タ
メ
」
の
文
字
が
あ
る
。

-

1

【
U

白
鬼
立
像

(図
版
16
)

文
化
四
年
六
月

一
二
日

像
高

六
一
∵

三
㎝

岩
座
上

に
立
ち
、
右
手
に
は
大
き
く
ね
じ
り
の
入

っ
た
如
意
を
持
ち
、
左
手
は

軽
く
握
り
腰
に
あ
て
る
。
上
半
身
は
裸
形
と
し
、
腰
に
裳
の
み
を
ま
と
う
。
頭
部

に
二
本

の
角
を
あ
ら
わ
し
毛
筋
を
刻
む
。
眉
根
を

つ
り
上
げ
、
目
を
大
き
く
見
開

き
、
口
は
横

一
文
字
に
固
く
引
き
結
ぶ
。
眉
お
よ
び
如
意
に
墨
彩
、
瞳
は
墨
描
し
、

口
唇
に
朱
彩
を
施
す
。

両
足
の
間
を
く
り
ぬ
き
、
右
足
脛
部
に
埋
木
が
あ
る
。
台
座
底
部
ほ
ぼ
中
央

に

木
心
が
あ
る
。

1
1
6

十
王
坐
像
の
三

(伝

宋
帝
王
)
(図
版
17
)

文
化
四
年
六
月

一
四
日

総
高

五
九
・
一
㎝

両
手
を
衣
に
隠
し
、
右
手
を
上
に
組
ん
で
腹
前
に
置
く
。
冠
は
大
き
く
頭
髪
に

毛
筋
は
彫
出
し
な
い
。
目
と
眉
は

つ
り
上
が
り
、
口
は
結
ん
で
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

右
手
に
持
物
を
挿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
柄
穴
が
あ
る
が
、
現
在
持
物
は
欠
失
す

る
。
な
お
、
本
像
の
冠
に
の
み
柄
穴
が
な
く
、
笄
が

つ
か
な
い
構
造
に
な

っ
て
い

る
。像

底
に
は
墨
線
が
縦
に

一
本
残
る
。
丸
太
を
縦
に
二
分
し
た
材
か
ら
彫
出
し
て

お
り
、
像
底
に
木
心
は
み
ら
れ
な
い
。
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1
1
7

十
王
坐
像
の
四

(伝

五
管
王
)

(図
版
18
)

文
化
四
年
六
月

一
七
日

総
高

六

一
・
三

㎝

両
手
は
挙
母
騙
に
隠
し
て
組
ん
で
腹
前

に
置
く
。
半
円
形
の
持
物
を
共
彫
り
で

あ
ら
わ
す
。
頭
髪
に
は
毛
筋
を
刻
ま
ず
、

眉
を

つ
り
上
げ
、
目
を
見
開
き
、
口
は

左
右
に
固
く
引
き
結
ぶ
。
冠
右
側
面

に
笄
を
挿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
柄
穴
が
あ

る
。像

底
中
央
部

に
墨
線
が
縦

に
二
本
残
り
、
像
底
中
央
よ
り
や
や
正
面
側
右
寄
り

か
ら
頭
頂
に
向
か

っ
て
木
心
が
通
る
。

1
1
8

十
王
坐
像
の
五

(伝

変
成
王
)
(図
版
19
)

文
化
四
年
六
月

一
八
日

総
高

六
〇

・
七

㎝

左
膝
を
立
て
て
坐
す
。
左
手
は
五
指
を
伸
ば
し
、
右
手
は
軽
く
握

っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
膝
上
に
置
く
。
頭
髪
に
は
毛
筋
を
刻
ま
な
い
。
眉
や
山
形
に
弧
を
描
き
、
目

は
伏
目
、
口
は
軽
く
結
ん
で
笑
み
を
た
た

え
る
。
右
手
に
柄
穴
が
あ
る
が
現
在
持

物
は
亡
失
す
る
。
冠
の
右
側
面
に
つ
く
笄

は
別
材
、
左
側
面

に
は
柄
穴

の
み
が
残

る
。墨

線
が
像
底
中
央
に
縦
に

一
本
、
正
面
側
稜
角

に
沿

っ
て
横

に

一
本
残
り
、
像

底

の
ほ
ぼ
中
央
か
ら
頭
頂
に
向
か

っ
て
木
心
が
通
る
。

背
面
墨
書
中
に

「父
母
ホ
多
い
の
多
口
」
と
あ
り
、
父
母
の
菩
提
を
弔
う
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。

1
1
9

十
王
坐
像
の
六

(伝

太
山
王
)
(図
版
20
)

文
化
四
年
六
月

一
八
日

総
高

五
八
・
六

㎝

手
は
右
手
を
上

に
組
ん
で
腹
前
に
置
く
。
眉
は
山
形
に
弧
を
描
き
、
目
は
見
開

き
、
口
は
結
ん
で
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
右
手
お
よ
び
冠
両
側
面
に
柄
穴
が
残
る
。

そ
れ
ぞ
れ
持
物
、
笄
を
挿
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
そ
れ
ら
は
亡
失

す
る
。

像
底

に
は
墨
線
が
中
央
に
縦
に

一
本
、
斜
め
に

一
本
残
り
、
像
底
中
央
背
面
よ

り
か
ら
頭
頂
に
向
か

っ
て
木
心
が
通
る
。

背
面
墨
書
中
に

「父
母
」
「
タ
メ
ニ
」
の
文
字
が
み
え
る
。

1
1
10

十
王
坐
像
の
七

(伝

平
等
王
)
(図
版
21
)

文
化
四
年
六
月

一
九
日

総
高

六
〇

・
七
㎝

手
は
右
手
を
上
に
組
ん
で
腹
前
に
置
く
。
頭
髪
に
は
毛
筋
を
刻
ま
ず
、
眉
と
目

は
山
形
に
弧
を
描
く
よ
う
に

つ
く
り
、
口
元
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
冠
の
笄
は

別
材
、
右
手
に
柄
穴
が
あ
る
が
、
現
在
持
物
は
亡
失
す
る
。

像
底
中
央
に
縦
に

一
本
、
正
面
側
稜
角

に
沿

っ
て
横

に

一
本
墨
線
が
残
り
、
像

底
中
央
や
や
正
面
寄
り
か
ら
頭
頂
に
向
か

っ
て
木
心
が
通
る
。

背
面
墨
書
中
に
甲
斐
町
の
和
名
善
内
の
菩
提
を
弔
う

一
文
が
あ
る
。
善
内
と
は

甲
府
金
手
町
の
人

で
木
喰

の
後
援
者
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
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1
1
11

十
王
坐
像
の
八

(伝

都
市
王
)
(図
版
22
)

文
化
四
年
六
月
二
〇
日

総
高

六
二
・
一
㎝

左
手
は
五
指
を
伸
ば
し
、
右
手
は
軽
く
握

っ
て
腹
前
に
置
く
。
頭
髪
は
彫
出
せ

ず
、
眉
根
を
寄
せ
、
目
を
見
開
き
、
口
は
左
右
に
引
き
結
ぶ
。
冠
の
笄
は
別
材
を

挿
す
が
、
右
側

の
笄
は
折
れ
て
先
を
欠
失
し
て
い
る
。
右
手
に
は
柄
穴
が
あ
る
が
、

現
在
持
物
は
亡
失
す
る
。

像
底
中
央

に
縦

に

一
本
墨
線
が
残
り
、
像
底
ほ
ぼ
中
央
か
ら
頭
頂
に
向
か

っ
て

木
心
が
通
る
。

背
面
墨
書
中

に

「
サ
カ
ミ
イ
セ
ハ
ラ

ヒ
ヤ
ウ
ク
ヤ

金
次
郎

大
丈

ホ
タ

イ
ノ
タ
メ
」
と
あ
る
。
相
模
伊
勢
原
は
木
喰
が
日
本
廻
国
に
向
け
て
出
立
し
た
地

で
あ
る
が
、
表
具
屋
金
次
郎
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

1
1
12

十
王
坐
像
の
九

(伝

五
道
転
輪
王
)
(図
版
23
)

文
化
四
年
六
月
二
二
日

総
高

五
六

・
五
㎝

両
手
は
軽
く
握
り
腹
前
に
置
き
、
右
手

に
巻
子
を
持

つ
。
頭
髪
に
は
毛
筋
を
刻

ま
ず
、
眉
は
山
形
に
弧
を
描
き
、
目
は
伏
目
と
し
、
口
元
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

巻
子
は
共
彫
、
墨
彩
と
す
る
。

像
底
中
央

に
墨
線
が
縦

に

一
本
残
り
、
像
底
中
央
や
や
正
面
寄
り
か
ら
頭
頂
に

向
か

っ
て
木
心
が
通
る
。

背
面
墨
書
中

に

「甚
八
丈

ホ
タ
イ
ノ
タ
メ
」
と
あ
る
。
甚
八
に

つ
い
て
は
不

明
。

2

明
満
仙
人
椅
像

(図
版
24
)

一
木
造

(杉
ヵ
)

素
地
・
一
部
彩
色

一
騙

文
化
四
年
口
月

一
四
日

総
高

一
〇
五
・
七

㎝

台
座
上
で
椅
坐
し
、
円
形
の
頭
光
を
付
け
る
。
右
手
に
数
珠
を
持
ち
、
右
手
を

上

に
組
ん
で
腹
前
に
置
く
。
剃
髪
で
眉
と
目
は
山
形
に
弧
を
描
き
、
口
元
に
は
笑

み
を
浮
か
べ
る
。
胸
ま
で
伸
び
た
顎
髪
を
た
く
わ
え
、
髪
に
は
毛
筋
を
刻
む
。
台

座
は
長
六
角
形
で
、
正
面
側
三
面
に
の
み
山
形
の
斜
文
を
刻
む
。
眉

・
持
物

(数

珠
)
は
墨
彩
、
瞳
を
墨
描
き
し
、
口
唇
に
は
朱
彩
を
施
す
。
頭
光
最
外
縁
第

一
区

の
光
芒
は

一
つ
お
き
に
墨
彩
す
る
。
第
二
区
に
は
光
明
真
言
を
墨
書
、
第
三
区
は

全
面
墨
彩
と
す
る
。

像
底

に
は
墨
線
が
縦
横
に

一
本
ず

つ
中
央
で
直
交
す
る
よ
う
に
残
り
、
像
底
ほ

ぼ
中
心
に
木
心
が
あ
る
。

3

立
木
子
安
観
音
像

(図
版
25
)

一
木
造

(樫
ヵ
)

素
地

・
一部
彩
色

一
躯

総
高

二

六

・
七

㎝

も
と
は
境
内
の
生
木
に
彫
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
造
像
後
、
木
が
成
長
し

た
た
め
、
像
が
幾
分
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
現
在
は
像
の
彫
り
込
ま
れ
た
根
幹
部

の
み
が
境
内
の
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

蓮
華
座
上
に
立
ち
、
左
手
に
小
児
を
抱
き
、
右
手
は
衣
の

一
端
を
持

つ
。
頭
部

に
は
円
形
の
頭
光
を
付
す
。
眉
と
目
は
山
形
に
弧
を
描
き
、
口
元
に
は
笑
み
を
浮
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か
べ
る
。
眉
に
墨
彩
、
口
唇
に
朱
彩
が
わ
ず
か
に
残
る
。
小
児
は
両
手

で
宝
珠
状

の
球
を
抱
え
、
眉
と
目
は
山
形
に
弧
を
描

い
て
表
現
さ
れ
る
。
頭
髪
と
眉
お
よ
び

頭
光
第
三
区
を
墨
彩
と
す
る
。

木
喰
作
の
立
木
仏
の
作
例
と
し
て
は
、

こ
の
ほ
か
防
府
市
大
楽
院
の
南
無
観
世

音
立
像

(寛
政

=

年

口

七
九
九
])
、
柏
崎
市
大
泉
寺
の
子
安
地
蔵
菩
薩
坐
像

(文
化
二
年

[
一
八
〇
五
])
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

個
人
蔵

松
尾
大
権
現
椅
像

(図
版
26
)

一
木
造

(桧
ヵ
)

墨
彩
色

一
躯

文
化
四
年
七
月
四
日

総
高

四
五
・
六
㎝

醸
造
の
神
と
さ
れ
る
本
像
は
文
化
四
年
当
時
、
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
猪
名
川

町
内
の
個
人
宅
に
伝
存
す
る
。

台
座
上
で
壷
形
の
椅
子
に
腰
か
け
る
姿

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
烏
帽
子
を
被
り
、

髪
を
た
く
わ
え
、
両
手
は
揃
え
て
膝
上
に
置
く
。
眉
と
目
は
山
形
に
弧
を
描
き
、

口
元
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
頭
髪
と
髪

に
は
毛
筋
を
刻
む
。
左
手

に
は
現
在
柄

穴
に
柄
の
み
が
残
り
、
持
物
は
欠
失
し
て
い
る
。
台
座
は
長
六
角
形

で
、
正
面
側

三
面
に
山
形
の
斜
文
を
刻
む
。

墨
書
の
あ
る
背
面
を
除
い
て
像
全
体
に
墨
彩
を
施
す
。
像
底
に
は
墨
線
が
縦

に

三
本
、
横
に

一
本
残
る
。

本
像
に
お
い
て
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
背
面
墨
書
中
の

「
日
本
二
千
タ
イ
ノ

内

作
」
の
文
字
で
あ
る
。
「
日
本
二
千
タ
イ
ノ
内

作
」
は
木
喰
が
猪
名
川
の

地
を
訪
れ
る
以
前
、
京
都
府
蔭
涼
寺

の
明
満
仙
人
椅
像

(文
化
四
年
正
月
二
八
日

銘
)
に
初
め
て
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
製
作
さ
れ
た
諸
像
に
は
未
だ

「
日
本
千
タ

イ
ノ
内
」
と
あ
る
。

一
方
、
本
像
と
同
日
の
紀
年
銘
を
持

つ
像
、
玉
津
嶋
大
明
神

像

(京
都

・
河
井
寛
次
郎
記
念
館
蔵
)
、
人
麿
大
明
神
像

(
東
京

・
日
本
民
芸
館

蔵
)、
山
邊
赤
人
像

(明
石

・
無
量
光
寺
蔵
)
の
三
騙
の
い
ず
れ
に
も

「
日
本
二

千
タ
イ
ノ
内
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
以
後

に
造
像
さ
れ
た
像
に
も

「
二
千
タ
イ
」
の

文
字
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
牧
野
氏
が
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
木
喰
は
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
頃
発
願
し
た
と
さ

れ
る
千
体
彫
仏
を
猪
名
川
の
地
に
お
い
て
成
就
、
そ
の
後
本
格
的
に
二
千
体
彫
仏

を
め
ざ
し
て
造
像
活
動
を
開
始
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お

わ
り
に

猪
名
川
を
出
立
し
て
以
降
、
木
喰
は
文
化
四
年
九
月

に
諏
訪

の
慈
雲
寺
に
阿
弥

陀
如
来
像
を
、
文
化
五
年

(
一
八
〇
八
)
四
月
に
は
甲
府

の
教
安
寺

に
七
観
音
を

造
像
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
教
安
寺
の
七
観
音
は
昭
和
二
〇
年

に
焼

失
し
て
お
り
、
現
存
す
る
の
は
慈
雲
寺

に
阿
弥
陀
如
来
像

一
躯

の
み
で
あ
る
。
木

喰
は
そ
の
後
、
文
化
七
年

(
一
八

一
〇
)
九
三
歳
で
入
定
し
た
と
さ
れ
る
か
ら
、

今
回
こ
こ
に
報
告
し
た
猪
名
川
町
伝
存

の
木
喰
仏
は
、
群
像
と
し
て
現
存
す
る
木
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喰
最
後

の
作
品
群
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
他
所

へ
の
流
出
、
像
本
体
の
欠
損

も
少
な
く
、
製
作
当
初
の
地
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
し
か
も
当
地
猪
名
川
で

一
千
体
彫
仏
を
成
就
、
二
千
体
彫
仏
を
め
ざ
し
て
活
動
を
始
め
た
地
で
あ
る
と
い

う
点
か
ら
も
木
喰
の
造
像
史
上
、
重
要
な
意
味
を
持

つ
作
品
群
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

『慈
愛
の
造
形

木
喰
の
微
笑
仏

図
録
」
朝
日
新
聞
社

一
九
九
七
年

「追

記
]

東
光

寺
所
蔵

の
明
満
仙
人
碕
像

に

つ
い
て
、
そ

の
後
、

改

あ

て
赤
外

線
撮

影

に
よ

る
調

査
を
行

っ
た
結
果
、
造
像

の
日
付

は

「五
月
十
四

日
」

で
あ
る

こ
と
が
明
ら

か
と
な

っ
た
。

謝
辞

調
査
中

は
所
蔵
者

の
方

々
を
は
じ
め
、
猪
名
川
町
教
育

委

員
会

の
喜

多

護
氏

、

住

野

光
信
氏
、
井
上
知
香
氏
、
多

く
の
方

に
お
世
話

に
な
り

ま
し

た
。

こ

こ
に
記

し

て
感

謝

の

意
を
表
し

ま
す
。
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[付
記
]

光
森

正
士

先
生

に
は
奈
良
大
学
大
学
院
入
学
以
来
、

公

私

に
わ

た
り

さ
ま

ざ

ま

に
お
世

話

に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し

て
深
く
感
謝

の
意
を

表

し
ま

す
と

と
も

に
、

心

よ

り
先

生

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

粟
野
頼
之
介

『北
摂
に
お
け
る
木
喰
上
人
」
北
摂
郷
土
史
史
学
会

一
九
六
七
年

牧
野
正
恭

『九
十
才
の
微
笑
仏
-
猪
名
川
木
喰
由
来
縁
起
ー
」
兵
庫
県
民
芸
協
会

一
九
八

一
年

『別
冊
太
陽

木
喰
の
微
笑
仏
」
平
凡
社

一
九
八
三
年



背

面

墨

書

銘

【毘
沙
門
堂
】

1

七
仏
薬
師
像

1
-
1

善
名
称
吉
祥
王
如
来

日
本
千
タ
イ
ノ
内

作

東

天
下
和
順

神
通
光
明

○

梵
字

(
ア
)
善

名

構

吉

祥

王

如

来

方

日
月
清
明

明
満
仙
人

文
化
四
夘
歳
三
月
廿
六
日
二

九
十
才

(花
押
)

1
1
2

金
色
放
光
妙
行
成
就
如
来

日
本
千
タ
イ
ノ
内

作

天
下
和
順

神
通
光
明

○

東

如

○

梵
字

(ボ
)
金

色

寳

光

妙

行

成

就

王

○

方

来

日
月
清
明

明
満
仙
人

文
化
四
夘
歳
三
月
廿
六
日

九
十
才

(花
押
)

1
1
3

無
憂
最
勝
吉
祥
如
来

　
ノ

ヵ
　

日
本
千
タ
イ
ロ
内

作

天
下
和
順

神
通
光
明

一

梵
字

(
シ
ラ
)
無

憂

寂

勝

吉

祥

王

如

来

日
月
清
明

明
満
仙
人

文
化
四
夘
歳
三
月
廿
七
日
二

九
十
才

(花
押
)

1
1
4

薬
師
瑠
璃
光
如
来

加
清

日
本
千
タ
イ
ノ
内

作

與
清
丈

中

天
下
和
順

神
通
光
明

梵
字

(バ
イ
)
藥

師

瑠

璃

如

来

日
月
清
明

明
満
仙
人

文
化
四
夘
歳
四
月
二
日

ニ

ー
ー
5

法
海
雷
音
如
来

日
本
千
タ
イ
ノ
内

作

二

天
下
和
順

神
通
光
明九

十
才

(花
押
)

梵
字

(ダ
ー
)
法

界

雷

音

如

来

明
満
仙
人

日
月
清
明

加
セ
イ
與
清

文
化
四
夘
歳
四
月
三
日
二

大
工

1
1
6

法
海
勝
慧
遊
戯
神
通
如
来

日
本
千
タ
イ
ノ
内
作

九
十
才

(花
押
)

三

天
下
和
順

神
通
口
口

明
満
仙
人

(通
ヵ)

梵
字

(
ア
)
法

海

勝

慧

遊

戯

神

口

如

来

日
月
清
明

カ
セ
イ
大
工

(
二

ヵ
)

文
化
四
夘
歳
四
月
四
日
ロ

ア
オ
ヤ
ナ
ギ
與
清

2

明
満
仙
人
椅
像

日
本
之
千

タ
イ
ノ
内

作

天
下
和
順

神
通
光
明

梵
字

(
ナ
)
明

満

仙

人

自

刻

藏

九
十
才

(花
押
)

日
月
清
明

カ
セ
イ
大

工
與
清

文
化

四

夘
歳

四
月
九

日

二

【
天
乳
寺
】

1

得
大
勢
至
大
菩
薩
立
像

　ノ
　
ヵ
　

日
本
千

タ
イ
ロ

ロ

作

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

神
通
光
明

　ロ
ヵ
　

梵
字
(サ
ク
)徳

大

勢

至

大

菩

薩

口

明
漏
仙
人

カ
セ
イ
大
工
與
清

日
月
清
明

文
化
四
夘
歳
四
月廿

日
二

2

聖
観
世
音
大
菩
薩
立
像

　　
ヵ　

日
本
千
タ
イ
ノ
ロ

作

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

神
通
光
明

梵
字

(サ
)
聖

観

世

音

大

菩

薩

明
滞
仙
人

日
月
清
明

文
化
四

夘
歳
四
月
廿

一
日
二

大
工
與
清

カ
セ
イ
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3

明
満
仙
人
椅
像

日
本
千
タ
イ
ノ
内
作

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

木
喰

神
通
光
明

梵
字

(ナ
)
明

満

仙

人

躰

カ
セ
イ

六
十
才

日
月
清
明

大
工

與
清

文
化
四
夘
歳
五
月
十
八
日

二

【鳥
山
氏
蔵
】

一
戎
大
黒
天
像

日
本
千
タ
イ
ノ
内

作

九
十
才

(花
押
)

神
通
光
明

明
滞
仙
人

六
十
才

(花
押
)

　
　

ヵ

　

ロ

カ
セ
イ
大
工

與
清

梵
字

(
マ
)
大
黒
天
神

大

こ
く
毛

七

ふ
く

う

つ
て

文
化
四

と
り
さ
可
な

夘
歳

五
月
廿
日

二

西

ノ
宮
大
神
宮

あ

で
多

ひ
越

お

さ

へ
て
ひ
と

つ

王

可
ゑ
びす

【
東
光
寺
】

1

十
王
尊
お
よ
び
葬
頭
河
婆
、
白
鬼
像

梵
字

-

1

り∠

梵
字

噌
l

l

り
0

瑛
魔
大
王

日
本
千
タ
イ
ロ
ロ

作
木
喰

(花
押
)

九
十
歳

天
下
和
順

神
通
光
明

父

(カ
)
瑛

魔

大

王

明
満
仙
人

日
月
清
明

母

カ
セ
イ

文
化
四
夘
歳
六
月

大
工

六
十
才

二
日

與
清

(花
押
)

十
王
尊

の

一

(伝

秦
広
王
)

日
本
千
タ
イ
ノ
内

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

作
木
喰
明
満
仙
人

(
カ
)
十

王

尊

神
通
光
明

日
月
清
明

カ
セ
イ

六
十
才

大
工

與
清

(花
押
)

文
化
四
夘
歳

六
月
三
日
二

葬
頭
河
婆

梵
字

-

ー

1

4

木
喰

九
十
才

(花
押
)

父
母
ホ
タ
イ

ノ
タ

メ

天
下
和
順

(
バ
ン
)

シ
ヤ
ウ
ツ
カ

バ
＼

日
月

清
明

文
化
四
夘
歳
六
月
六
日
二

十
王
坐
像

の
二

(伝

初
江
王
)

神
通
光
明

明
満

カ
セ
イ
大
工

仙
人

六
十
才

與
清

(花
押
)

日
本
千
タ
イ
ノ
内
作

木
喰

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

神
通
光
明

名

善

梵
字

(カ
)

十

王

尊

明
満
仙
人

和

内

日
月
清
明

カ
セ
イ
大
工

與
清

ボ
タ
イ
ノ
タ
メ

六
十
才

(花
押
)

文
化
四
夘
歳
六
月
八
日
二

噌
l

l

【
U

梵
字

白
鬼

與
清

日
本
千
タ
イ
ノ
内

九
十
才

(
ウ
ン
)
白

鬼

神
通
光
明

文
化
四
夘
歳

六
月
十
二
日
二

明
漏
仙
人
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日
本
千

タ
イ

ノ
内

作



噌
ー

1

ρ
U

十
王
坐
像
の
三

(伝

宋
帝
王
)

　
タ

ヵ
　

日
本
千
ロ
イ
ノ
内
作

木
食

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

神
通
光
明

梵
字

(カ
)
十

王

尊

明
満
仙
人

日
月
清
明

カ
セ
イ

六
十
才

大
工

與
清

(花
押
)

文
化
四
夘
歳
六
月
十
四
日

二

引
ー

1

7
1

梵
字

噌
l

1

0
0

梵
字

十
王
坐
像
の
四

(伝

五
管
王
)

日
本
千
タ
イ
ノ
内

作

木
食

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

神
通
光
明

(カ
)
十

王

尊

明
満
仙
人

日
月
清
明

カ
セ
イ

六
十
才

大
工

與
清

(花
押
)

文
化
四
夘
歳
六
月
十
七
日
二

十
王
坐
像
の
五

(伝

変
成
王
)

日
本
千
タ
イ

ノ
内

作

父
母

天
下
和
順

木
喰

九
十
才

(花
押
)

神
通
光
明

(カ
)

十

王

尊
(免
力)

ホ
多

い
の
多
口

明
満
仙
人

日
月
清
明

カ
セ
イ
大
工

六
十
才

與
清

(花
押
)

-

1

0
σ

文
化
四
夘
歳
六
月
十
八
日
二

十
王
坐
像
の
六

(伝

太
山
王
)

日
本
千
タ
イ

ノ
内

作

(
ホ

タ

イ

ノ

ヵ
)

口
口
口
ロ
タ
メ
ニ

父

天
下
和
順

木
喰

九
十
才

(花
押
)

梵
字

(カ
)
十

王

尊

神
通
光
明

明
満
仙
人

母

日
月
清
明

カ
セ
イ
大
工

六
十
才

(花
押
)

文
化
四
夘
歳
六
月
十
八
日

與
清

1
1
10

十
王
坐
像

の
七

(伝

平
等

王
)

梵
字

日
本
千

タ
イ

ノ
内

作

力
イ
町

　
メ

ヵ
　

ホ
タ
イ
ノ
タ
ロ

　　
ヵ
　

木
喰

口

和
善
内
丈

天
下
和
順

神
通
光
明

(カ
)
十

王

尊

明
満
仙
人

日
月
清
明

カ
セ
イ

六
十
才

(花
押
)

大
工

與
清

文
化
四
夘
歳
六
月
十
九

日

二

1
1
11

十
王
坐
像

の
八

(伝

都
市

王
)

日
本
千
タ
イ

ノ
内

作

木
喰

梵
字

サ
カ
ミ
イ
セ

ハ
ラ

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

神
通
光
明

ヒ
ヤ
ウ
ク
ヤ

(
カ
)
十

王

尊

金
次
郎

明
満
仙
人

大
丈

ホ
タ
イ

ノ
タ

メ

カ

セ
イ

六
十
才

(花
押
)

日
月
清
明

大

工

與
清

文
化
四
夘
歳
六
月

廿
日

二

1
1
12

十

王
坐
像

の
九

(伝

五
道
転
輪

王
)

2

日
本
千

タ
イ
ノ
内

作

(江

戸

ヵ
)

口
口

甚
八
丈

ホ
タ
イ
ノ
タ
メ

木
食

九
十
才

(花
押
)

(光
ヵ)

天
下
和
順

神
通
口
明

梵
字

(
カ
)
十

王

尊

明
満
仙
人

カ
セ
イ

六
十
才

日
月
清
明

大
工

與
清

(花
押
)

文

化
四
夘
歳
六
月

廿

二
日

二

明
満
仙
人
椅
像

日
本
千
タ
イ
ノ
内
作

天
下
和
順

梵
字

(ナ
)
明

満

仙

人

藏

日
月
清
明

カ
セ
イ
大
工

文
化
四
夘
歳
口
月
十
四
日

九
十
才

(花
押
)

神
通
光
明
木
喰

六
十
才

與
清
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【個
人
蔵
】

松
尾
大
権
現

梵
字

日
本
二
千
タ
イ
ノ
内

木
食(滞

ヵ)

作

為
口

九
十
才

(花
押
)

天
下
和
順

神
通
光
明

松
尾
大
権
現

明
満
仙
人

六
十
才

日
月
清
明

カ
セ
イ
大
工
與
清

(花
押
)

文
化
四
夘
歳
七
月
四
日
二
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図版1善 名称吉祥王如来坐像 毘沙門堂

図版2金 色放光妙行成就如来坐像 毘沙門堂

一79



図版3無 憂最勝吉祥如来坐像 毘沙門堂

図版4薬 師瑠璃光如来坐像 毘沙門堂

:1



図版5法 海雷音如来坐像 毘沙門堂

図版6法 海勝慧遊戯神通如来坐像 毘沙門堂

一81一



図版7明 満仙人椅像 毘沙門堂

図版8得 大勢至大菩薩立像 天乳寺

一82一



図版9聖 観世音大菩薩立像 天乳寺

図版10明 満仙人椅像 天乳寺

一83一



図版11一 戎大黒天像 鳥山氏蔵

図版12談 魔大王坐像 東光寺
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図版13十 王坐像の一(伝 秦広王)東 光寺

図版14 葬頭河婆坐像 東光寺
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図版15十 王坐像の二(伝 初江王)東 光寺

図版16白 鬼立像 東光寺

・・



図版17十 王坐像の三(伝 宋帝王)東 光寺

図版18十 王坐像の四(伝 五管王)東 光寺
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図版19十 王坐像の五(伝 変成王)東 光寺

図版20十 王坐像の六(伝 太山王)東 光寺

・…



図版21十 王坐像の七(伝 平等王)東 光寺

図版22十 王坐像の八(伝 都市王)東 光寺
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図版23 十王坐像の九(伝 五道転輪王)

24版図 明満仙人椅像 東光寺

東光寺
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図版25立 木子安観音立像 東光寺

図版26松 尾大権現像 個人蔵
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